
も
の
づ
く
り
の
課
題
議
論

体
で
覚
え
た
技
術
財
産

　
も
の
づ
く
り
に
よ
る
沖
縄
の
活
性
化
を
考
え
る
「
モ
ノ
作
り
・
人
作
り
　
地
域

フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
沖
縄
」
　
（
主
催
・
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス

社
な
ど
）
が
６
日
、
浦
添
市
の
国
立
劇
場
お
き
な
わ
小
劇
場
で
開
か
れ
た
。
独
自

の
発
想
で
、
も
の
づ
く
り
に
取
り
組
む
県
内
企
業
の
代
表
や
支
援
団
体
、
学
生
ら

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
も
の
づ
く
り
の
魅
力
や
課
題
、

人
材
育
成
の
在
り
方
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。
　
　
（
2
3
日
付
朝
刊
に
特
集
）

　
県
内
に
お
け
る
も
の
づ
く

り
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
新

城
博
氏
（
ト
リ
ム
社
長
）
は

　
「
本
土
で
外
貨
を
稼
ぐ
た
め

に
、
市
場
で
何
か
求
め
ら
れ

て
い
る
か
を
掘
り
下
げ
て
ほ

し
い
。
や
る
気
と
考
え
方
、

自
分
を
律
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
全
国
で
通
用
す
る
も

の
が
作
れ
る
」
と
強
調
し
た
。

　
國
吉
和
男
氏
（
県
工
業
連

合
会
常
務
理
事
）
は
「
沖
縄

に
合
っ
た
も
の
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
で
、
全
国
で
も
競

争
で
き
る
。
今
後
は
情
報
技

術
を
生
か
し
、
生
産
体
制
を

高
度
化
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
指
摘
し
た
。

　
人
材
育
成
に
つ
い
て
、
津

嘉
山
貞
雄
氏
（
日
進
社
長
）

は
「
も
の
づ
く
り
の
現
場
で

は
、
言
葉
で
は
教
え
ら
れ
な

い
こ
と
も
あ
る
。
体
で
覚
え

た
技
術
は
財
産
に
な
る
」
と

説
明
。
「
先
輩
や
リ
ー
ダ
ー

が
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
姿

を
見
せ
る
こ
と
が
後
輩
の
力

に
な
る
」
と
話
し
た
。

　
村
松
清
隆
氏
（
中
小
企
業

基
盤
整
備
機
構
沖
縄
事
務
所

長
）
は
「
沖
縄
の
若
者
は
公

務
員
志
向
が
強
い
が
、
開
業

率
は
全
国
で
最
も
高
く
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
内

在
し
て
い
る
と
思
う
。
自
分

た
ち
の
技
術
で
会
社
を
興
す

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
掛
け
た
。

　
ま
た
、
大
城
守
さ
ん
（
沖

縄
工
業
高
等
専
門
学
校
生
物

資
源
工
学
科
４
年
）
、
徳
盛

一
世
さ
ん
（
琉
球
大
学
機
械

シ
ス
テ
ム
工
学
科
３
年
）
、

石
川
竜
矢
さ
ん
（
沖
縄
国
際

大
学
産
業
情
報
学
科
３

年
）
、
入
社
７
年
目
の
吉
田

圭
吾
さ
ん
（
和
光
建
設
工

業
）
が
、
も
の
づ
く
り
や
中

小
企
業
に
対
す
る
印
象
な
ど

に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
宮
川
泰
夫
氏
（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
が
進
行
を

務
め
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
昨
年
1
1
月

の高
専
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

全
国
大
会
で
特
別
賞
を
受
賞

し
た
沖
縄
工
業
高
等
専
門
学

校
の
学
生
ら
が
ロ
ボ
ッ
ト
実

演
を
披
露
し
た
。

も
の
づ
く
り
の
魅
力
や
人
材
育

成
の
在
り
方
な
ど
で
意
見
が
交

わ
さ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
＝
６
日
、
浦
添
市
・
国

立
劇
場
お
き
な
わ

ﾓﾉ･人作りﾌｫｰﾗﾑ
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